
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

こ
の
間
の
台
風
19
号
被
害
調

査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
被
害
調
査
は
時
間
の
関

係
も
あ
り
、
今
回
は
商
工
施

設
や
水
道
施
設
な
ど
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

記
録
的
大
雨
で
山
を
削
り
土

砂
と
材
木
等
が
側
溝
、
水
路

を
ふ
さ
ぎ
、
沢
と
道
路
を
通

路
と
し
て
流
下

高
浜
、
八
木
沢
、
赤
前
、

重
茂
、
田
老
・
五
て
ん
の
う

な
ど
大
き
な
被
害
が
生
じ
た

と
こ
ろ
は
一
時
間
当
た
り
80

㎜
（
１
時
間
３
８
０
㎜
、
観

測
史
上
最
大
記
録
）
も
の
大

雨
で
表
題
の
よ
う
な
大
き
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

側
溝
、
水
路
（
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
）
も
今
回
の
よ
う

な
大
雨
を
吸
収
出
来
な
い

ま
た
共
通
し
て
ど
こ
の
側

溝
も
水
路
等
の
サ
イ
ズ
が
小

さ
く
、
今
後
計
画
的
な
改
修

も
検
討
す
べ
き
で
す
。

内
水
氾
濫
が
原
因
の
一
つ

津
軽
石
川
な
ど
が
増
水
し

「
警
戒
水
域
」
に
達
し
、
水

門
を
閉
じ
た
こ
と
で
小
規
模

河
川
か
ら
の
水
が
流
れ
な
く

な
り
、
集
落
に
山
手
か
ら
の

増
水
し
た
水
が
流
れ
込
み
ダ

ム
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

避
難
所
の
津
軽
石
中
に
水
が

流
入
し
、
二
階
に
上
が
っ
た

ま
た
被
災
者
の
声
と
し
て
、

避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
場
所

に
行
っ
た
が
水
が
入
り
こ
み

二
階
に
上
が
っ
た
、
と
い
う

こ
と
も
聞
か
れ
検
討
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

砂
防
ダ
ム
増
設
や
河
川
の
堆

積
物
浚
渫
、
河
道
の
拡
幅
を

望
む
声
多
数

ど
こ
の
地
域
で
も
表
題
の

声
、
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興

を
痛
感
し
た
調
査
で
し
た
。

（
お
わ
り
）
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短
歌
ー
台
風
ー

金
沢
邦
臣
（
田
鎖
）

●
時
に
よ
り
過
ぐ
れ
ば
民
の
嘆
き
な
り
八
大
竜
王
雨
や
め
給
え

た
み

源

実
朝

11月5日の広域行政組

合議会（決算議会）で落

合議員は消防自動車の入

札に関して「事実上の談

合とも言える状況」「競

争性が担保できない場合

随意契約もある」と質し

ました。

救助工作消防自動車1億1

545万円の入札に5社が応

札し99.09％の落札率

【質問】この入札には何

社が応札し、落札率はい

くらか。

【消防本部総務課長】指

名競争入札で、5社が応

札し落札率は99.09％で

した。落札者は日本機械

工業㈱仙台営業所です。

【質問】応札した5社の

札（金額）をすべて教え

て欲しい。

【総務課長】日本機械工

業㈱仙台営業所（落札）

が99.09％、Ｂ社99.2％、

Ｃ社99.38％、Ｄ社99.48

％、Ｅ社99.57％です。

【質問】聞いて驚く。こ

れは事実上の談合の結果

と言えると思う。わずか

0.48％の間に5社が札を

入れたことになる。こう

した結果を管理者・宮古

市長はどう思うか。

【管理者・宮古市長】競

争力が働いているかどう

かだが、特殊なものの場

合こうした価格差が少な

い場合がままある。

【質問】これまた驚きだ。

まったく競争性が働いて

いない。競争性が担保さ

れないと判断すれば随意

契約にすることも判断の

一つだ。（※会計法第29

条～緊急の事態の場合。

競争に付すのが不利と判

断される場合。落札者が

でない場合、最低価格の

者と契約できるなど）

【質問】ぜひ検討・検証

すべきだ。（おわり）

よ
り
抜
本
的
な
防
災
、
減
災
対

策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
痛
感

本
当
に
宮
古
弁
の
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
言
い

回
し
は
難
し
い
。
と
く
に
年

配
の
お
婆
さ
ん
で
ガ
ッ
ツ
リ

宮
古
弁
の
言
い
回
し
は
聞
き

間
違
え
た
り
す
る
ほ
ど
だ
。

横
浜
か
ら
嫁
に
来
た
Ｂ
さ
ん

は
嫁
ぎ
先
の
ば
あ
ち
ぁ
ん
の

そ
の
言
い
回
し
を
理
解
し
よ

う
と
努
力
し
た
。
夜
に
旦
那

と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
『
き
と
が
ん
』

は
『
来
な
さ
い
』
と
い
う
意

味
で
、
『
ね
ま
っ
て
』
は

『
休
ん
で
』
な
の
ね
。
そ
し

て
ね
言
葉
の
最
初
に
『
は
～

○
○
』
っ
て
よ
く
言
う
の
。

少
し
づ
つ
わ
か
っ
て
き
た
の

よ
」
と
理
解
で
き
た
こ
と
を

夫
に
教
え
、
確
認
を
求
め
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
部
屋
か
ら
「
○
○
さ
ん
！
」

と
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

嫁
「
は
～
い
ま
！
」
と
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
部
屋
の
戸
を
開
け

た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
は
い
っ

て
」
と
言
っ
た
。
嫁
さ
ん
は

「
は
い
」
と
言
っ
て
そ
の
場

を
去
っ
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん

「
な
ん
で
帰
ん
の
す
！
」
と

強
く
言
っ
た
。
嫁
「
は
～
行
っ

て
！
て
言
わ
れ
た
か
ら
…
」

こ
ぼ
れ
話

【
す
き
焼
き
】

［
材
料
」
牛
肉
、
豚
肉
、
白

菜
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
、
春
菊
、

養
殖
舞
茸
、
糸
コ
ン
、
豆
腐
、

長
ネ
ギ
、
卵
、
醤
油
、
お
酒
、

み
り
ん
、
砂
糖
、
出
汁
コ
ン

ブ
、
出
汁
の
素
。

［
つ
く
り
方
］
冬
の
定
番
鍋

料
理
の
す
き
焼
き
で
す
。
わ

が
家
も
ご

く
普
通
の

作
り
方
で

す
。
し
い

て
言
え
ば

お
酒
の
男

山
を
飛
ば
し
な
が
ら
よ
く
使

う
事
か
も
。
①
肉
は
軽
く
日

本
酒
に
浸
し
て
お
き
ま
す
。

約
15
分
。
野
菜
類
は
普
通
に

洗
い
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ

て
ザ
ル
、
も
し
く
は
大
き
な

皿
に
お
き
ま
す
。
エ
ノ
キ
は

一
度
湯
を
通
し
ま
す
。
糸
コ

ン
も
適
当
な
大
き
さ
に
切
り

熱
湯
を
か
け
て
お
き
ま
す
。

③
大
き
め
の
鍋
に
水
と
出
汁

コ
ン
ブ
を
入
れ
て
で
き
れ
ば

30
～
40
分
。
火
を
入
れ
エ
ノ

キ
、
舞
茸
、
春
菊
、
糸
コ
ン
、

少
し
遅
れ
て
肉
、
醤
油
、
お

酒
、
み
り
ん
、
砂
糖
と
。
煮

だ
っ
た
ら
長
ネ
ギ
と
豆
腐
を

加
え
、
小
鉢
に
卵
で
ど
う
ぞ
。

（
藤
原
／
Ｙ
・
Ｓ
）

わ
が
家
の

一

品

自
注
／
台
風
の
最
後
に
八
百
年
も
前
の
政
治
家
の
歌
を
紹
介
し
ま
す
。
鎌
倉
幕

府
三
代
将
軍
で
す
。
こ
う
い
う
為
政
者
を
今
ほ
し
い
で
す
ね
。
【
訂
正
】
前
回

（
24
日
付
）
の
「
汚
水
」
も
「
泥
水
」
で
す
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

台風１９号被害消防自動車救助工作車購入の入
札／０．４％内に５社が札を！

朝
が
氷
点
下
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
野
田
湾
の
水
温
は

14
℃
台
、
山
田
湾
が
15
℃
か

ら
14
℃
に
。
グ
ッ
と
岸
に
寄

せ
て
く
る
か
ど
う
か
。

大
通
り
と
盛
岡
の
釣
り
仲

間
３
人
は
23
日
（
土
）
の
夕

方
宮
古
着
。
再
会
と
大
漁
を

祈
念
し
て
男
山
で
夜
９
時
ま

で
酒
盛
り
。
朝
４
時
起
床
。

摂
待
の
三
番
目
の
岬
に
。
６

時
で
少
し
明
る
く
な
る
。
急

な
坂
を
降
り
る
。
磯
釣
り
用

竿
と
タ
ナ
ゴ
用
の
竿
。
エ
サ

は
イ
ソ
メ
と
塩
サ
ン
マ
の
切

り
身
。
足
元
は
え
ぐ
れ
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
で
二
人
は
そ
こ

に
投
入
。
タ
ナ
ゴ
用
は
少
し

沖
に
投
げ
る
。
６
時
45
分
大

通
り
の
竿
が
激
し
く
上
下
し

鈴
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
。
37
㌢

の
ま
ず
ま
ず
の
ア
イ
ナ
メ
。

釣
果
は
３
人
で
ア
イ
ナ
メ
13

本
。
タ
ナ
ゴ
５
尾
。

「
刺
身
に
い
し
て
男
山
の

熱
燗
酢
。
来
週
も
当
然
！
」

情
報

り
つ


